
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年 11月発行 

第14 号 

 

11月 11日（月）18時 00分より、天明中学校

図書室にて第 14回新校準備会及び第３回専門部

会を開催しました。 

今回は学校部会（専門部会）、新校準備会、地

域部会（専門部会）の順に行いました。 

11月は専門部会のみの予定でしたが、第 13回

新校準備会で、「校章は最終的にこどもの意見を

もとに決める」としたため、それに伴って、新校

準備会の臨時開催をしました。１月からこども

たちが校章の検討に入れるように選考作業も進

んでいます。 

天明校区新校準備会だより 

第１４回新校準備会及び第３回専門部会の概要 

学校部会 ～スクールバスについて～ 

第 14 回新校準備会及び第３回専門部会 

 

１ 学校部会（専門部会） 18:00～18:30 

  ・スクールバス運行について 

２ 新校準備会  18:40～19:15 

  ・第 13 回新校準備会の報告 

  ・校章候補作品選定のポイントについて 

  ・校章応募状況と候補作品の絞り込みについて 

  ・天明みらい学園の基本設計について 

３ 地域部会（専門部会） 19:40～20:00 

  ・天明校区４小学校の利活用について 

ご意見やご質問などがありましたら、熊本市教育委員会事務局の指導課もしくは教育改革推進課まで
お寄せください。   【指導課】096(328)2721 【教育改革推進課】096(328)2708 

地域部会 ～小学校の利活用について～ 

前回の学校部会では、スクールバスのルートと

停留所について各小学校区で意見交換を行いまし

た。今回は、前回の意見をもとに、停留所の位置を

修正した改善案について意見交換が行われまし

た。今後は改善案について、各小学校区で意見を集

約していき、２月の第 16回新校準備会で協議しま

す。 

新校準備会 

10月は天明みらい学園の校章デザイン及びアイデアを公募しました。熊本市内の 

学校をはじめ、全国から 230点の応募がありました。校章候補作品を選定していくに 

あたり、前号でご紹介した原田アドバイザーより、独自性・視認性・汎用性・普遍性 

という４つの選定ポイントについて説明がありました。 

学校施設課からは、天明みらい学園の基本設計について説明がありました。資料に 

は完成イメージ図や設計図が掲載されており、委員から質問や意見が出されました。 

基本設計については熊本市のホームページにも掲載されていますので、  

ぜひご覧ください。https://www.city.kumamoto.jp/kiji00354887/5_54887_412040_up_ELDQIM0C.pdf 

 

各小学校区の意見交換の様子 

熊本市 HP 

地域部会では、４つの小学校の跡地利活用に

ついて意見交換が行われました。前回、健康教

育課より４つの小学校のうち１つを共同調理

場として活用する提案がありました。今回は、

配送距離や接続している道路の関係等から、銭

塘小学校の跡地に共同調理場を整備する提案

がありました。 

教育改革推進課からは、再度、利活用の基本

的な考え方について説明がありました。まずは

「全市的なニーズへの対応にかかる利活用」を

優先的に検討し、次に「まちづくりや地域コミ

ュニティの核となる民間等による利活用」を検

討していくという内容です。 

委員からは、リハビリや運動ができるような

施設、みんなが集える場所や歴史資料館、ワー

クショップを行って欲しい、などの意見が出さ

れました。ワークショップについては、教育改

革推進課より今後案内があります。みなさまの

ご協力をお願いいたします。 

https://www.city.kumamoto.jp/kiji00354887/5_54887_412040_up_ELDQIM0C.pdf

